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図　JR新浦安駅観測波に対する液状化判定および構造物の応答解析結果

　2011年東北地方太平洋地震では，JR新浦安駅周辺にお

いて低加速度・長継続時間地震動による大規模な液状化が

発生した。鉄道構造物等設計標準・耐震標準では累積損傷

低加速度・長継続時間地震動による
地盤の液状化とその評価方法
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繰返し時の液状化強度比R20を精度良く算定出来れば，耐

震標準に示す液状化強度曲線式を用いて幅広い繰返し回数

に対する地盤の液状化強度特性を適切に評価でき，累積損

傷度法を用いて液状化程度を適切に判定できることを確認

した（図（a））。また，判定結果を反映させたラーメン高架

橋の応答解析を行った結果，実構造物の損傷状況を適切に

再現出来ており，耐震標準に示すばね値の設定，応答値の

算定方法が妥当であることを確認した（図（b））。
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(a)液状化判定結果

(b)応答解析結果
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降伏震度 ：khy＝0.426
降伏変位 ：δy＝66mm

応答塑性率：μ＝0.951
応答変位 ：d＝62.3mm

等価固有周期：Teq＝0.853sec
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